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【1】シンクロトロン放射を用いた気体の光電露の研究   

太陽光中の真空紫外光と上層大気との相互作用は非常に大きいので，人間の生活に様々な  

形で関わってくる。例えば，フロンガスから出る塩素原子によるオゾン（0。）の破壊や、  

地球の温暖化に関係する様々なガスの生成等が挙げられる。この相互作用のうち光電離と光  

解離が大部分を占めていて，我々はこの光電節と光解離をシンクロトロン放射を用いて研究  

している。また，様々な簡単な分子，特に希ガス分子をつくり，その分子定数を決定するこ  

とにより，レーザー発振等の応弔物理に基礎的資料を提供しようとしている。  

（a）02十の基底状態の振動スぺクトル  

我々は02＋のしきい光電子スぺクトルの測定を行った。測定エネルギー領域は16eV  

－19eVとし、特に基底状態（X2口端〉の振動準位について注目して観測を行ったゎ X  

2ロー状態については、Sams onたちはv’＝24近傍まで，Me rk tたちはⅤ’＝2  

6までの測定を行っている。今回、高エネルギー物理学研究所（KEK）、放射光施設（P  

F）BL－20Aの真空紫外光を光源とし、Penetratin已field elctrostatic analyzerを  

用いて測定した。02のしきい光電子スペクトルの結果を図1に示す。ダブレット構造のX  

状態はもとより、ag口u状懇のカルテット構造も明確に分茫できており、高分解能測定が実  

現している。X2口賞状態はⅤ’＝53まで測定され、その振動エネルギー間隔をプロットし  

たBirge－Sponer－Plotを図2に示す。解離極限における振動量子数は約57と推定される。  

これらの情報を元に02の基底状態のポテンシャル曲線が計算された。  
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（図1）しきい光電子スぺクトプレ   （図2）02イオンのX状態のBirge－Sponer－Plot  

（b）N2ナの新しい電子状態  

23．4eV－28．S eV（530－430A〉の領域において、N2＋のしきい光電  

子スペクトルを観測した。この帯域においては、Baltzer達（1992）やMerktとGuyon  

（1993〉がいくつかのbandスペクトルを観測しており、このうちBaltzer達ほ24－1  

6eVの領域にC状態とかs重なったbandスペクトルを観測し、これを22ng状態に同定し  
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た。またMerkとGuyonはこれと同じ硬域に2つのbandスぺクトルを観測したが同定するには  

至っていない。今回我々が観測したこの領域に6つのbandスペクトルを観測した。このうち  

Slbarldほ、Baltzer達が示した2Zrl状態によく一致するゃ またこれほMerktとGuyonがP2b  

andと名前を付けたが同定できなかったスペクトルと一致する。S2は、柑erktとGuyonがP  

lとおいていたもので、エネルギーと振動定数をThulstrupとAnderson（1975）の計算  

値と比較して2∑u一と同定した。このSlとS2と同じ領域にもう1つS3を得、エネルギ  

ーと振動定数をThulstrupとAndersonの計算値と比較して2△，】状態に同定した。  

（C）N2＋の基底状態のポテンシャル曲線の測定  

上と同じ方法を円いての基底状態の長い振動スヘクトルを得た。その一部を図3に示すっ  

この振動スぺクトルは。Ⅴ’＝67まで観測され、最終振動数ほ77と同定された。またこ  

れを用いてポテンシャル曲線が得られた。それを図の4に示す。  
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（図3）N2＋の基底状態のしきい光電子スヘクトル （図4）Nz十の基底状層のポテンシ㌣ル曲線  

【2】衝突後効果の研究   

アルゴン原子のK殻光電離後のオージェ・カスケードにおけるしきい光電子とそのde c  

ay成分のスペクトルがしきい光電子とそのカスケードによって生じるイオンとのコインシ  

デンス計測法によって測定された。得られたスペクトルは、オージェ・カスケードによる衝  

突後効果の特徴的な非対称で拡がったスペクトル形状を示していた。スペクトルのピーク位  

置は、その衝突後作用の度数にしたがって徐々に高エネルギー側にシフトするが、スペクト  

ル幅はその度数にかかわらずほとんど一定であった。これらのスペクトル形状はオージェ電  

子放出の統計的な確率を考慮した簡単なモデルで解析することができた  
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